
●学校の授業で、地元で働く人
たちと触れ合う機会をつくると、
Ｕターン就職につながる
●旭川には良いところが多くあ
る。災害の少なさを生かして、
企業誘致をすると良い
●食べマルシェで旭川家具のブ
ースを造り、ＰＲできないか
●選挙に対する姿勢が変わった。
若者が興味を持つような発信が
大事

若者と考える
旭川の未来

　今回の経験を踏まえて、幅広い年
代のお客様と旭川のまちづくりにつ
いて話すようになりました。他業種
の方の意見も聞いて、今後の仕事に
生かしたいです。地元金融機関の職
員として、旭川の発展や活性化に貢
献し、住みたい、行
きたいと感じるまち
にしたいです。

地域から考える
旭川の未来

旭川をどのような
まちにしたいか

AI、IoTと
旭川の未来

旭川家具の未来

旭川信用金庫

中村圭太朗さん
なかむら　け い た ろ う
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《特集》

対話を重ねて115回　まちづくり対話集会

●中心部でのイベントに行きや
すくなるよう、駐車場の場所や
空き状況が分かるアプリケーシ
ョンを開発して提供したい
●効率的で安全な除排雪作業の
ため、AI、IoTを活用できない
か
●AI、IoTの活用には、高齢者
への配慮など情報格差を解消す
ることが大切

　対話集会に参加してから、市政情
報をチェックしています。将来、旭
川で自分のスキルを生かして働くこ
とで、地元の発展に寄与したいと思
うようになりました。旭川が他都市
に負けない、I T、I C T
先進都市になって
ほしいです。

旭川大学
情報ビジネス専門学校

加藤貴大さん
か と う 　たかひろ

令和元年10月16日
第112回 withウィズ 旭川家具工業協同組合

●まちづくり推進協議会に参
加し、地域活動に参加する若
者が少ないと感じた。若い世
代がもっと積極的に参加して、
世代間交流を活発にしたい
●永山地域の活性化のため、
永山駅周辺での学生の出店や、
体験イベントを開催できない
か

●市内の大学は郊外にあり、
まちなかに行かない学生が多
いので、足を向かせる工夫が
必要
●旭川は多くの魅力にあふれ
ているが、気付いていない人
が多い。地域の魅力を磨き、
発信していきたい

　市長との対話を通じ、企業
の枠を超えて、家具業界全体
の変革を意識するようになり、
新たな可能性を感じています。
変化を恐れず、日々、挑戦す
ることで、若い仲間と共に旭
川家具を盛り上げ
ていきたいです。

エフ・ドライブ
デザイン

佐藤　司さん
さ と う 　 　 つかさ

　対話集会への参加は、自信
になりました。まちづくりへ
の関心が高まり、市外に出掛
けたときには、旭川との違い
を探すようになりました。若
者が旭川に残り、活躍できる
まちにしていきたいです。

　昨年度の対話集会への参加
がきっかけで、まちづくりに
興味を持ちました。今年度は、
司会を務め、もっと積極的に
公の場などで活躍したいと思
うようになりました。この経
験を学生生活や社会人生活に
生かしたいです。し ま だ 　 た く と

旭川大学
経済学部３年生

島田拓斗さん

い け だ 　 か ず き

旭川大学
経済学部３年生

池田一貴さん

いる。地域全体で連携することで、よ
り大きな力を発揮することができる
●旭川の家具業界も若手が少なく、高
齢化している。家具作りのやりがいや
面白さを伝えることで、より多くの若
者に旭川家具の作り手になってもらい
たい

●旭川は、冬の間、家にいる時間が長
く、室内での過ごし方に関心を持つ人
が多い。「旭川家具と共に過ごす北国
での暮らし」を提案していきたい
●旭川は家具・木工企業の横のつなが
りが強い。自社では対応できない作業
などは他社と協力し、ニーズに応えて

令和元年７月18日

第111回 withウィズ

旭川大学情報ビジネス専門学校

令和元年６月10日
第109回 withウィズ 旭川信用金庫

令和元年10月29日
第113回 withウィズ 旭川大学

【詳細】広報広聴課　25・9100

旭川デザインセンター・ヒュッゲライブラリー

参加した感想

参加した感想

参加した感想

参加した感想
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平成22年、開村120年記念事業とし
て、「北の恵み 食べマルシェ」を実
施。その後も、農業や食品加工業の
振興、中心市街地のにぎわいの創出
などを目的に、「食」をテーマとし
た、旭川を代表する一大イベントと
して、毎年開催しています

｢北の恵み 食べマルシェ｣の開催

１年生240人全員が第
８次旭川市総合計画や
旭川市の財政を学び、
グループで調査・研究
を重ねた。60班から選抜された２班が「空き地・跡地の
活用と旭川の活性化」「高齢者と免許返納」について市
長に政策提言を行った

「マラソン大会を生か
した地域活性化の提案」
「Life Support」「ア
レルゲンフリーのおや

つ作り！ 」「＃旭川活性化活動～旭川に来たれヤングメ
ン」と題して４グループがポスターセッションで研究発
表。市長からの質問にチーム力を発揮して答えた

平成27年７月、旭川駅南口に「北彩
都ガーデン」を開設。市民はもちろ
ん、市外から来た人も簡単にアクセ
スでき、四季折々の豊かな自然を楽
しめる憩いの場所になっています

あさひかわ北彩都ガーデンの整備

カムイスキーリンクスを拠点に、ス
ノーリゾートを展開する大雪カムイ
ミンタラＤＭＯを支援。圏域全体で、
滞在型・通年型観光を進めています

大雪カムイミンタラＤＭＯの支援

旭川聖苑（東旭川町倉沼）内に「旭
川市共同墓」を設置し、平成30年９
月に供用を開始。価値観の多様化や
少子高齢化等を背景とした、合葬式
施設のニーズに応えています

合葬式施設の整備

誰でも自由に使えるよう、平成30年
５月から旭川駅構内に旭川家具を設
置。また、中心部における人・もの
・情報の交流拠点「まちなか交流館」
（５の７）のショップで、木工クラ
フトを展示販売しています

旭川駅への旭川家具の設置

平成27年４月、末広東地区・旧東鷹
栖下水処理場の跡地に、末広地域活
動センター「あつま～る」を開設。
地域の様々な活動に利用されていま
す

末広地域「あつま～る」の開設

昨年11月、旭川医科大学横に、複合
コミュニティー施設「グリンパル」
を開設。健康づくりやスポーツ、生
きがいづくり、防災など、地域の活
動拠点として利用されています

緑が丘地域「グリンパル」の開設

これまでは子育て世代などと開催。
今年度のまちづくり対話集会では、
高校生や大学生など若い世代と、様
々なテーマについて、意見を交換し
ました

若者向け対話集会の開催

《特集》若者と考える 旭川の未来

市ホームページ「市長室へようこそ」の「まちづくり対話集会」の
ページでは、これまでの詳しい内容やＰＲ動画、市政に反映したご
意見などを掲載しています
【詳細】広報広聴課　25・9100

詳しくは
ホームページを
チェック！

第８次旭川市総合計画の見直し
●音楽大行進で食べマルシェのようなお店を出せると良い。
多くの人が集まるので、収益も期待できる
●冬期の観光客が夏期と比べて少ないことを知り、驚いた。
その原因を調べたい
使用料・手数料の見直し
●使用料・手数料を上げると、スポーツで頑張ろうとしてい
る高校生は、施設を利用しにくくなる
●旭山動物園の年間パスポートの料金を上げて、動物のため
にお金を使ったら良いと思う
●パブリックコメントの周知に協力し、市民からたくさんの
意見を集めたい

　対話集会に参加し、
学校の授業だけでは、
まちの課題に気付くこ
とはできないと分かり
ました。今は自分のア
ンテナを広く張り、物
事を多角的に見るよう
にしています。たくさ
んの人がつながり、支
え合えるまちにしてい
きたいです。

旭川商業高校３年生

石黒まいこさん
い し ぐ ろ

　旭川について考えるきっか
けとなり、誰かが声を上げて
行動を起こさない限り、何か
を変えることはできないと感
じました。今後、自分にしか
ない観点で物事を見ていき、
「北海道といえば旭川市」と
いわれるようなまちにしてい
きたいです。

ラ イ フ 　 　 サ ポ ー ト

き た さ い と

第８次旭川市総合計画の
見直し
使用料・手数料の見直し

令和元年６月14日
第110回 withウィズ 旭川商業高校

令和２年１月31日
第115回 withウィズ 旭川北高校

令和２年１月29日
第114回 withウィズ 旭川西高校

参加した感想

旭川商業高校３年生

菊地美咲さん
き く ち 　み さ き

対話集会に寄せられた意見・提言で
施策に反映された主なものを紹介します
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